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今年４月１日、飯沼賢司教授（中世史、環境歴

史学）が別府大学・第１１代学長に就任します。そ

こで、今号では、篠藤明徳・地域社会研究セン

ター所長が、飯沼新学長に地域社会に対する思

い、これからの別府大学に対する抱負を聴きまし

た。

飯沼賢司。新学長に聴く

「地域社会とこれからの別府大学」
〆
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１－『

のか？」と言われました（笑)。ボンの市庁舎の

前です。それで初めてお会いした時、えらく緊張

したことを覚えています。今では全く平気ですが

（笑)。

さて、飯沼先生は、日本中世の荘園や家族の研

究をしてこられました。また、中世の研究をベー

スに環境歴史学という新しい学問領域を切り開か

れました。先生の研究を拝見すると、地域社会と

は無縁に生きているように見える現代人が、実は

歴史的に形成されてきた地域社会と密接な関わり

を持っていることに気づかされます。先生は、一

貫して暮らしが営まれる地域に着目して研究をさ

れてこられましたが、地域のどのようなところに

魅力を感じていらっしゃるのでしょうか？

(飯沼学長）

僕は長野県の安曇野に生まれました。生まれた

ところは、安曇野のど真ん中にあり、周りには田

んぼが一面に広がっていて、北アルプスを見渡せ

るところでした。子どもの頃は、毎日、自然あふ

れる環境の中をかけずり回っていました。

そんなある日、気象庁の国家公務員だった父と

一緒に東京に行くことになりました。僕が地域に

魅力を感じるようになったのは、父の転勤でいろ

んなところを転々として過ごしたことが影響して

いるように思います。転勤族だったので、いわば

根無し草でしたが、いつもどこかに子どもの頃の

ふるさとへの1童|景がある気がします。

小学校５年生の時に軽井沢に引っ越し、そこで

４年間過ごしました。父は気象庁に勤めていたの

で、測候所や宿舎を転々と移っていくわけです。

軽井沢は都会的な雰囲気を持っていたけれども、

それでもまだ田舎的な雰囲気がありました。

ですが、中学校２年生の終わり頃に父の転勤の

ため東京に出て行くことになりました。田舎暮ら

（篠藤所長）

私がドイツで生活していました時、飯沼先生の

お名前を初めて聞きました。大学の同級生で、東

京大学で教鞭をとっていた近藤成一君に、「別府

大学には、飯沼さんという日本を代表する中世史

の偉い先生がいる。そんな大学に君は就職できる
画トニュ･､2..‘
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しをしてきた人間でしたので、都会の東京には

ショックを受けました。「水がまずいところだな」

というのもショックでした（笑)。東京に来ると

すぐに高校受験があり、小石川高校に入学しまし

た。高校は文京区にあり、東京大学もすぐそばに

あるわけです。学校では成績は一番でしたが、都

会に‘慣れていなかったし、実力も伴っているわけ

ではありませんでしたから、ショックは大きかっ

たですね。高校は自由な校風でしたが、７０年安

保、学生運動の影響を受けていて、大衆団交と

いって校長とわたりあうこともありました。高校

も改革をすべきだと言って、大学と同じようにゼ

ミを行えるようにする、そのためにlOO単位必修

を80単位にして残り20単位は選択授業にするなど

の改革をやりました◎だから３年生の時に４限が

終わって午後は選択授業。そこで近代文学を１年

間かけて少人数ゼミで読んだり、日本橋のフイル

ムセンターに通って映画批評もやりましたね。わ

けわかんないことをやっていたんですね（笑)。

でも高校の先生には芥川賞候補になる先生がい

て、非常にレベルが高かったのを覚えています。

だから、大学に入学すると、大学生はこんなにレ

ベルが低いのかと驚きました（笑)。

でも、こんな風だったから大学受験に受かるは

ずがない（笑)。同級生もほとんど全員討ち死に

して予備校生活でした。プライド高くて実力は伴

わなかったんで、浪人しました。早稲田大学文学

部に進学するんですが、「文学部」しか決まって

いなくて、何がやりたいかは定まっていませんで

した。ただ、昔から漠然と歴史はやりたいと思っ

ていたんです。

子どもの頃は、鉱物ハンマーをもって山を歩

き、化石や鉱物を集めるのが大好きだったんで

す。これは父の影響ですね。父も鉱物標本を集め

る趣味を持っていました。それを見ながら、鉱物

を集めていました。

また、何となくですが教師にもなりたいなと

思っていました。その気持ちの原点は「離島の教

師」への‘憧れです。なにか「灯台守」みたいな感

じが大好きでね、「おいら岬の灯台守は川みた

いな（笑)。これも多分、父親が田舎にある測候

所で仕事をしていたことの影響だと思います。
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かつて僕は田舎の人間だったんだけど、その後

大都会の東京に出てきて、自分の中の根っこがど

こかわからなくなってきていたんです。戻る場が

どこだろうと自分に問いかけてみたときに、何処

というわけではないけれども田舎の風景として浮

かんできて、そこへのこだわりがあって、教員を

目指したんです。それで東京都の高校教員試験を

受けて、校長面接も受けてほとんど受かると思っ

ていたら、落ちちゃった（笑)。どこか、自分の

人生は最後に落ちて新しい展開があるんですよ

（笑)。それで行き場所がなくて大学院に行きま

した。まるで神様がいて、最後は｢こっちに行け」

というように進路を変えちゃうみたいな（笑)。

そして、早稲田大学の大学院にいた頃に、「大

分に行かないか」と話をもらったんです。当時、

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館（現大分

県立歴史博物館）の研究員で、宇佐神宮の荘園
たしぶのしよう

だった田染荘の研究をしていた海老i畢衷さんが早

稲田大学に戻ってくることになりました。それで

ポストが空いたから行かないか、と声がかかった

わけです。声がかかったのは二人いて、一人は

僕、そしてもう一人が別府大学史学文化財学科の

田村さん。田村さんは断り、僕が大分に行くこと

になりました。

僕は田舎に行きたいと思っていたんだけど、学

者としては島流しのような気がして、東京から離

れて大丈夫だろうかと焦る気持ちはありました。

でも、地方の田舎にこだわって、都会の研究者に

負けないような研究業績をつくりたいという野心

みたいなものもありました。そんな思いを持って

大分に来て、博物館に６年間勤めました。

鰯 人間の自然との付き合い方が
地域を形作る

もともとの研究テーマは「荘園と家」

（篠藤所長）

飯沼学長の地域へのこだわりというか、心のふ

るさととして｢田舎｣があったんですね。そこで、

まさに東京から見れば地方であり、田舎である大

分に来られたわけですが、そこで環境歴史学とい

う新しい学問領域を切り開かれましたね。大分と



いう地域とどう関わり、地域をどのように見てこ

られたのでしょうか？

（飯沼学長）

環境歴史学は大分に来たばかりの頃は全く考え

ていませんでした。当時の僕は、中世の荘園につ

いて研究をしていました。荘園研究というと、石

母田正が戦時下に執筆した「中世的世界の形成」

があります。これは小さな田舎を丹念に調査研究

して普遍的な中世の世界観をつくったもので、僕

もこうした研究に憧れていました。卒論は石母田

の「中世的世界の形成」で舞台となった伊賀国黒

田荘の研究でした。そこから発展して大学院で
しき

は、荘園帝Ｉの骨組みというべき「職の体系（重層

的に荘園を支配する荘官・領家・本家のそれぞれ

が保有する収益権利と職能権限が結合した体系)」

について研究し、修士論文を書きました。

簡単にいうと、この時代にできた「職」は官職

でもあるんですが、私的な財産でもあり、自分の

子どもに譲ることができるようになるわけです。

支配や相伝をより確かなものにするために、荘園

の支配者達は中央の有力者と結びつきを強めてい

き、地方と中央の関係がつくられてくるんです

が、そこに「家（制度)」ができるわけです。

僕は荘園を通じて日本の「家」がどのようにで

きたかを研究をしていたんです。特に、家では女

性の役割が重要でしたから、女‘性史もやっていま

したし、名前の研究もしていました。こうした研

究をやっていて、大分の国東でふたたび荘園の研

究をやることになったんです。国東半島荘園村落

遺跡詳細分布調査というのが当時担当していた研

究調査事業です。

家や名前の研究をやっていたので、村々の家に

こだわりながらフィールドワークをしていまし

た。前任者の海老津さんとは違う視点で歩いてい

ました。村落そのものというより村落の中の各家

に注目していたわけです。なぜかというと、当時
たしぶのしよう

すでに有名になっていた国東半島の田染荘で、

圃場整備事業が行われることになったからです。

これによって田んぼや家々のあり方が大きく変

わってしまうので、村々の記録をどうやって残す

かということで家の研究をしていました。当時
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は、自分の研究視点に引きつけて、村の調査をし

ていたんです。

地域の暮らしの中に息づく歴史の魅力
とごう

僕は大分に赴任してすぐ翻、田染の隣の都甲とい

う地区の荘園村落遺跡調査を担当し、調査委員の

歴史研究の大先生達を案内することになりまし

た。全然知らない場所を、大分に来て一月も経た

ない人間が説明するのは大変でした（笑)。です

ので、案内のための事前調査は一応しましたが、

当日の説明はにわか仕立てでエイヤーの勢いでし

ました。その後は都甲地区をすみからすみまで歩

き尽くしました。地域に昔から住んでいる人を訪

ね歩き、古い歴史資料を見せてもらいながら、地

名や昔の話をずっと聴いて回りました。

ですが博物館に勤めると自分の研究だけやると

いう訳にはいきません。初めて発掘をやることに

なりました。実は昔、僕は考古学に疑いを持って

いたんです。文献調査をやっている僕から見ると

「穴なんか掘って何がわかるんだろ」と（笑)。

そこで、発掘の現場で、考古学をやってる人たち

と一緒に土運びや測量などをやりながら、耳学問

と多少の体験で考古学を習いました。そうして、

初めて｢考古学の方法論ってこうなんだ｣とわかっ

てきたわけです。

僕はこの博物館で大事なことに気づきました。

博物館に行くと、考古学をやっている人、民俗学

をやっている人、美術史をやっている人、保存科

学をやっている人、そして僕みたいに文献をやっ

ている人、さらに地理学や近世史をやっている

人、様々な専門家がいます。僕が勤めた博物館に

はいろんな人がいて、一緒に作業して、一緒に昼

飯を喰いながらいろいろと議論する場があったん

です。大学だと自分の研究領域だけでかたまって

しまうんだけど、博物館では、いろんな研究に触

れて耳学問ができるんです。

博物館勤めで僕は、いろんな話を聞けたことが

とても役に立ちました。そうして、次第に僕は

「何も知らない人の知識が一番重要だ」と確信す

るようになりました。学校の先生の知識は余分な

知識を集めて、自分のストーリーで話をしてしま

う。そんな知識はいらないんです。本当の知識

_且_？
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Iま、昔からの伝承をそのまま語ってくれているこ

となんです。例えば、９０才を過ぎたおじいさんが

「いや、昔、私の隣の家に足軽がおってね」とか

言う。こちらとしては「えっ、足軽って江戸時代

だろ？」となる。でも、おじいさんが子どもだっ

た明治時代には足軽だった人は実際に生きていた

わけです。おじいさんの中に歴史が息づいてい

て、私たちはその歴史を生で聴けるわけです。そ

れは、文献には書かれていないんですね。そんな

生活実感をともなう生きた言葉や地名を辿ってい

くと、例えば鎌倉時代とつながる発見があったり

するんです。歴史書にも書いていない。鎌倉時代

に言われていたことが、今に至るまで伝わってい

るんだということに驚きます。

僕にとって地域の面白さというのは、地域に生

きている人たちにとって普段の暮らしの中で昔か

らのものを受け継いでいくことが生きるエネル

ギーになっているというか、暮らしの中に息づい

ている歴史を発見する面白さなんですね。役場の

資料は定まったもの。でも、地域のお年寄りの中

にはそこには書かれていない新しい事実がある。

例えば、財前さんの墓が鎌倉時代から連綿とつな

がっていく世界があってびっくりするんです。

「国東っていったいなんだ」と。国東でそんなふ

うに地域の面白さを感じるようになりました。

圃場整備との闘い

国東では様々な人と出会いました。現在の豊後

高田市市長の佐々木敏夫さん、昭和の町を金谷俊

樹さんとともに作り上げてきた前豊後高田市長の

永松博文さんとも出会いました。私が大分に来た

頃の国東は、金谷さんがおっしゃっていたように

「商店街に猫と犬しか歩いていない」衰退が著し

い地域でした。だから、圃場整備で地域が再生で

きるんじゃないか、再生させようと思う人が多

かったんです。

でも、日本の実情に照らすと圃場整備はうまく

いかないものだったんです。山間地では田んぼが

つぶれていく一方、圃場整備が行われようとして

いた時に、僕たちは村の歴史を「記録」としてど

う残していくかを考えていたんですね◎僕は海老

津さんの後任として調査をしていただけで、なぜ
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圃場整備が行われるのかなんて、初めはまったく

分かっていなかったんです。

でも、地域に入り続けていくと、次第に国東に

どういう問題があるのか分かってきました。さら

に、自分の暮らしていた安曇野の田んぼの景色も

圃場整備によって変わっていて、全国的に同じ問

題を抱えていることがわかってきました。する

と、我々にとって田舎や田舎の風景っていったい

何なんだろうと考えさせられたわけです。

（篠藤所長）

今の話を聞きながら、大分に来て歴史研究を始

めた頃の想いや研究スタイルがどう変わっていく

のかがよく分かりました。博物館で共に働いた仲

間との出会い、国東の地域に入っていく中で出

会った古老との出会い、そして国東の問題とその

問題解決をしようとする人との出会いを通じて、

飯沼学長の研究のあり方、地域を見る観点や地域

と関わる研究者の姿勢が大きく変化してきたので

すね。とても興味深く聴かせていただきました。

お話に出てきた金谷さんも、ご自分の生きてき

た昭和という歴史を一つ一つ丁寧に磨いていって

仲間を増やして、昭和の町というとても大きなも

のをつくられました。

飯沼学長と金谷さんの取り組みには共通点があ

るように思います。二つのベクトルがあって、一

つは圃場整備や集落営農や企業化、つまり経済の

合理性を追求して活‘性化しようとするベクトル

で、とても強いです。ところが一方には、昭和の

町や田染荘のように地域の歴史に根ざしていくこ

とで活性化していこうとするベクトルがありま

す。このアンビバレントなベクトルがあることに

ついて、飯沼学長はどのようなお考えをお持ちで

しょうか。

（飯沼学長）

僕も悩みました。田んぼは過疎化・高齢化が進

むと誰も担い手がいなくなってしまいます。そこ

で政府は大規模化をめざしました。でも耕地は大

規模化できても、水路をともなう水田は難しいん

です。水田と水路は地域共同体で維持して行かざ

るを得ないからです。小さな田んぼでは大型機械



が入りませんから少しずつ作業をせざるを得なく

て、沢山の人手が必要になります。大規模で少数

でやるようにすると、逆に人手が少なくなる。す

ると水路が維持できません。水路の維持と地域の

共同体は不可分なんです。祭礼もそうですね。

日本の農家はそもそも専業ではありませんでし

た。兼業で他の仕事もやっていました。そこに専

業化、大規模化を目指していくことで地域が壊れ

ていったんです。今、農村で会社化がはかられて

います。地域の再生ということでやるならばわか

りますが…。どちらのベクトルが良いのか、それ

は今でも難しい問題だと思います。

ここに環境問題が結びついてきます。環境とい

うと、圃場整備した田んぼとしていない田んぼを

比較すると生物多様’性に大きな違いが出てきま

す。調査を進めていくと、人間が自然にどう向き

合ってきたのかが、地域社会の大きなポイントと

してあることがわかってきたんです。

環境歴史学については、初めからそんなことは

考えていませんでした。ところが、あるときに、

私たちは自然とどう付き合ってきたのかというこ

とが地域を形作っていることに気づいたんです

ね。例えばそれは水の利用の仕方や、四季に応じ

た暮らしの智恵や工夫などです。里山はまさに人

と自然の相互作用で絶妙なバランスを保っていま

すが、そのことによって、長年にわたって共同体

を維持してきました。

圃場整備のような大規模開発か、それとも今ま

でどおりに昔ながらのやり方かという二つの矛盾

するベクトルの問題ですが、僕はそこに「自然と

人間がどう関わってきたのか」という視点を持ち

込むことが大事だと思っています。

ただ、これはあくまで学問的な関心から大事だ

と思っているんです。歴史学、特に家族史をする

とマルクス・エンゲルスの理論から入るんです

よ。ですが、だんだんそれでは問題は解決しない

ことがわかってきます。自分の前にある国東の問

題を通して、そのことを肌身で感じました。国東

という地域は、歴史学や家族史研究の限界を乗り

越えるヒントを与えてくれる格好の場所だったの

です。

それが1990年代の初頭でした。そこから、環境
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問題や里山論が出てきて、９０年代の半ばに、僕は

環境歴史学を考えていくことになりました。

令息Ⅱ天ＦＩＦ

（篠藤所長）

飯沼学長が研究者として地域をどうとらえてこ

られたか、大変興味深いお話を聴かせていただき

ました。

ところで、ここからは、大学についてのお話を

させていただきたいと思います。先程、圃場整備

や集落営農や企業化、経済の合理性を追求して活

性化しようとするベクトルの話をしましたが、こ

れは人材養成の役割を担っている学校教育制度と

つながっています。

学校は知識の教授によって分業社会に応じた専

門家を養成し、その後に企業社会が吸収します。

そういう大きなシステムがあり、大学は非常に大

きな機能を担っています。

そういうとき、歴史が息づく自然や人間の暮ら

しを守っていくという人材と、分業化された社会

で専門家として貨幣を稼ぐ人材と、この両方の人

材養成についてはどうお考えでしょうか。

今、別府大学は、「地域に出かけて学生を育て

よう」と言っています。文科省も言っていますよ

ね。ただ、そこでの地域との関わりは「専門的知

識を育てるため」だと言われます。それは共同体

の一員として問題を分かち合うような地域との関

わり方ではないわけです。飯沼学長は、学生を地

域で育てるということの意味をどうお考えでしょ

うか。

（飯沼学長）

僕はそう大上段に考えたことはありません。自

分の経験の延長で考えてみたいと思っています。

僕は、地域に育ててもらったと思っています。大

分の中でいろいろな経験をさせていただいたとし

か思っていません。おっちゃん、おばちゃんの

話、泥に入って田植えをする、一緒に飯を食べ

る、五感もフルに使って考える体験をすることが

とても大事だと思っています。それで僕は最初の

狭い考え方がもまれ、広げてもらいました。

_壷
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地域というとき、それは田舎でなく都会であっ

てもいいんです。地域の人たちと一緒に何かやっ

てみて考える、そんな機会として別府大学の地域

連携推進センターにはこだわっています。今年、

同じ地域連携推進センター委員の先生と一緒に竹

田市に入りました。教員として使命感がないわけ

ではないのですが、基本的に教員自身が地域に入

ることが好きだからです。学生に教えるとかそん

な高逼な考えを持っているわけではない。面白そ

うだからなんです。それで十分だと思っていま

す。そうすると、自分に返ってくるものがたくさ

んあります。そうして地域で学生は成長すると思

うんです。

地域の人はただ楽しいばかりではなく苦悩され

ています。「過疎を何とかしたい」と悩みに悩ん

でいる姿に接して、「自分は何ができるのか｣、

「どう生きるのか」を考えるし、考えてほしいと

思っています。

また、学生にとっては、人生で初めての経験を

いっぱいすることになります。見たこともない景

色、はじめてさわる物、はじめて出会う人、いろ

いろあるでしょう。そんなものをいっぱい経験さ

せてあげたいと思います。それが大学と地域の連

携につながってくると思います。

（篠藤所長）

そういう大学教育ができるといいですね。た

だ、今の話はあくまで飯沼学長個人のお話です。

別府大学全体では、どのくらい積極的に地域に出

かけていこうとうする教職員がいるでしょうか。

（飯沼学長）

結構いますよ（笑)。前はとても少ないと思っ

ていたんです。でも今は、結構増えてきたと感じ

ています。例えば、国際言語文化学科の芸術系

コースの先生です。外部にいる者から見ると、昔

の芸術系コースは、地域と関わりをもち、何かに

取り組むことは少ないと感じていました。です

が、近年は、別府大学駅に大きなデザインを描い

たり、日田市の天瀬公民館の玄関の絵を描いた

り、驚くほど精力的に地域に関わられています。

「これは私の仕事である」というレベルではな
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<、「私は楽しんでやっている」というレベルで

地域に関わっている先生が着実に増えてきている

と思いますね。これは新しい別府大学をつくって

いく上でとても大事だと思います。面白がって学

生と地域に出かけていく教職員が増えてくれば、

私たち年寄りも安心して死ねる（笑)。実は、僕

は「僕らの世代がいなくなったら、こいつら（年

下の教職員)どうしようもなくなるんじゃないか」

「俺がこれだけやっているのに、皆ついてこな

い」という話をしたことがあったんです(苦笑)。

でも、逆に僕らが若い人にプレッシャーをかけ、

芽をつぶしたところもあると思うんです。

学生と地域に出かけていったことがない教職員

は、おそらく地域に出かけていく面白さに気がつ

いていないだけではないかと思うんです。楽しみ

を感じれば、時間がなくても出かけていくと思い

ます。僕なんか、地域に出かけていって、適当に

楽しんでいる（笑)。

ｌ家Ｌ

（篠藤所長）

そうですよね。結構いますよね。学生にもいま

す。共同温泉に入っている学生たち、そうそう

「温泉愛好会｣。

（飯沼学長）

そういうことですよ。そしてそれをつなげてい

くんです。別府大学と言えば温泉大学であるわけ

だから、以前から「風呂をつくろうよ」とかいう

話があるんです。一緒に風呂をつくって、風呂に

入り、ついでに学長も一緒に入る（笑)。そんな

大学があるんだったら、それはそれでいいのでは

ないかと思います。

別府大学にはいろんな学生がいます。知識的に

優れた学生もいるけども、多くは優れている訳で

はありません。さらに人生の大きな問題を抱えて

いて苦しんでいる学生もいます。彼ら一人一人に

向き合ってどんなことができるのかを考えていく

ことが必要だと思います。もちろん、何でもかん

でもできるわけではありません。学生が何か興味

のあることに取り組み、元気になっていける仕掛



けがこれからの別府大学に必要だと考えていま

す。

地域でどんどんやっていると最後には世界につ

ながるんですよね。世界というけど、結局はロー

カルなんですよ。例えば、グローバルとかフラン

スのパリとかいうと、自分たちから遠い世界だと

思っちゃうけど、結局は田舎なんですよ（笑)。

向こうの人間が考えていることは、別に高尚なこ

とではないし、僕たちと同じようなことを考え、

悩んでいるんです。付き合ってみると、だんだん

親しみを感じて、自分たちと変わらない、分け隔

てなく考えることができるんですよね。言葉の壁

はあるけど、気持ちの壁はなくなっていく。

僕らは宇佐や中津で条里地割が残る田んぼの水

路を調べていました。それをフランス人の前で話

したら、ローマの耕地制度とつながっているなん

て言いだしたんです。「宇佐がどうしてローマの

耕地とつながるんだ？」と僕は思っていたわけで

すよ（笑)。でも、フランス人から見れば、何の

変哲もない田んぼが、「ローマの耕地の様式（ケ

ントウリアと共通する制度）が日本の水田で生き

ている１千数百年の時を経ても生き続けているな

んてすごい」とか映るんですよ。ローカルなこと

同士がつながって、こっちが驚いたんだけど、そ

れで論文書ければ気楽な話ではないかと（笑)。

（篠藤所長）

マネーは世界で通用するから万能で、ローカル

なものではなく、グローバルなものです。ところ

が、人間の生活やその人にとって意味のある空間

というのは、直に触れられるもの、歴史的なもの

などが織り混ざって出来上がっているからこそ

ローカルです。「世界はローカルだ」というのも

当然だと思います。

マネーの数値だけを追っている人は、世界をマ

ネーそのものあるいはマネーが広がるグローバル

なものとしてとらえています。けれども、本当の

世界はローカルであり、ローカルとローカルがつ

ながることで見えてくるんですね。とても納得の

いくお話でした。

そうすると、別府大学の意味は、マネーから解

放されて、個人や地域の意味世界とつながる、
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ローカルとローカルがつながることで世界理解が

できる大学ということになりますね。それは良い

ですね（笑)。

（飯沼学長）

観光も同様です。田舎の暮らしの中にあるもの

に魅力を感じ合っているんですよ。そう考える

と、どれくらい地についたものを考えていけるか

が大事になってくる。ローマと日本をつなぐとい

うのは、実は非常にローカルなものとローカルな

ものをつなぐということなんです。本当につな

がっているのかという議論ができるんです。それ

で、今年もフランスから４～５名の先生方が別府

大学にやってきます。篠藤先生、ぜひ、彼らに

「日本の水田のどこに魅力を感じているんだ」っ

て聴いてやってほしいですね。

別の話になりますが、ローカル新聞である大分

合同新聞にもぜひ追いかけてほしいと思っている

んです。ローカル新聞であれば、ローカルがどう

世界につながるのかを見届けてほしい（笑)。す

でに伝えて、興味を持ってもらっていますが…。

且lＩＩＺ ヨキ目千】Ｃ

（篠藤所長）

別府大学は小さな大学ですが、地域と関わり世

界とつながる教育研究ができることがわかりまし

た。一方で、専門的な面でも地域に貢献できる力

を持った大学だと思っています。最後に、別府大

学が目指していく方向について、新学長のお考え

を聞かせて下さい。

（飯沼学長）

私は、目指すべき大学像として次の三つを挙げ

ました。(1)｢学生・教職員が誇れる大学｣、(2)｢学

生・教職員がワクワクし、ともに未来を語れる大

学｣、そうなれば(3)「入学したくなる大学」にな

るだろうと考えています。

そうした大学をつくっていくために、私はぜひ

ともやってみたいことがあるんです。その一つ目

は、建学の精神「真理はわれらを自由する」を教

職員、学生で語り合い、自分なりの考えをもてる

ユーア
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ようになることです。それは、自分の発見、さら

に一人一人の特性を生かせることにつながり、共

に教え合う教育の実現につながると考えていま

す。まず、教員が、佐藤義詮記念館の展示室で学

んで、建学の精神について説明ができるようにな

る（笑)。もちろん、自分なりの解釈でいいんで

す。自分が勤めている別府大学の歴代の先生達に

はどのような人がいたのか、またどんな学生達が

いて、どのように別府大学を想っていたのかを

知って、考えてほしいんです。

二つ目は、先程お話ししたように、地域と共に

生き、別府・大分という地域特性を生かし、日本

のみならず世界に発信していくような大学になれ

ばいいなと考えています。

三つ目は、大学に内在しているけれども我々が

気づいていない原石を見つけ出し、磨きをかける

ことです。それは、教職員かもしれないし学生か

もしれない。本人も気づいていないかもしれませ

ん。一人一人が何を活かせるか、一人一人に合わ

せた磨き方を考えていくと、どこにも引けをとら

ない大学の特色、ブランドカを作り上げることに

つながると考えています。

四つ目は、社会の多様性（ダイバーシテイ）に

対応できる大学をつくることです。「2040年に向

けた高等教育のグランドデザイン」（平成30年１１

月中教審答申）は、国連のSDGsの「誰ひとり取

り残さない」という理念を2040年のあるべき社会

改革の方向の一端として示し、「多様性」に対す

る柔軟な教育的対応を求めています。別府大学に

はいろいろな学生がいます。本学も学生の特‘性に

合わせた多様な教育を確立していく必要があると

考えています。

五つ目は、経営的にはスリムな大学をつくる必

要があると考えています。

大まかには、今述べた５つに取り組んでいくの

ですが、具体的な戦略は他にたくさんあります。

その概要は、次の通りです。たくさんあります

が、しっかりと教職員や学生同士で議論しなが

ら、新しい別府大学をつくっていきたいと思って

います。

○大学評価に向けて万全の準備を行い、その後の
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将来構想を練る。

○中期計画の達成目標を実現する。

○学生と教職員が建学の精神と大学の歴史を知

り、大学に誇りを持てるようにする。

○国際経営学部を中心に別府大学全体の観光戦略

を練る

○人間関係学科が福祉の街別府の特性を活かして

福祉の大学ブランドづくりに取り組む

○歴史・文化財学科の研究ブランデイング事業の

継続と展開

○英語・英米文学コースと教養英語の改革

○短大と大学が連携し、小学校教員を養成する

○食物栄養科学部と発酵食品学科の新展開を練る

○学部への長期履修制度導入一ゆっくり学ぶこと

が必要な学生への配慮一

○留学生教育と国内就職への積極的対応

○社会人、退職者、高齢者が求める社会人プログ

ラムの創設

○実質就職率の向上を図る。

○大学院の改革

○学内の各部署と連携した広報戦略

○大学の魅力や学科のブランドカを効果的にア

ピールする募集戦略

（篠藤所長）

今日は、新しい別府大学の方向についてとても

ワクワクするお話を伺うことができました。あり

がとうございました。


